
〇
一
四
年
三
月
二
五
日
　
印
刷

〇
一
四
年
三
月
三
一
日
　
発
行

第97巻　第2号　史学・地理学・考古学

　論　　　説

陳渉から劉邦へ・・……一一…・・…・…一一・一・・…一一一一・一一…松　島　隆　真　（1）

　　一八末楚漢の国際秩序一

メロヴィング期における
　　synodusのイメージと実態（五一一～六一四年）
　　　　…一一………・・…………一…・…………一一・……一一……・一立川ジェームズ　（36）

一九世紀末日本の世界認識と地域構想……一一一・…・・一中　川　未　来　（69）

　　一「東方策士」稲垣満次郎の対外論形成と地域社会への展開一

　書　　　評

Takashi　FUJII，　lmPerial　Cult　and　lmPerial

　　RePresentation　in　Roman　CyPrus　”……・一・・一……………t・t山本晴樹（108）

平岡昭利著『アホウドリと「帝国」日本の拡大
　　一南洋の島々への進出から侵略へ一』………・一…・…………大　石　太　郎　（116）

　紹　　　介

本村凌二編著『ローマ帝国と地中海文明を歩く』・一……一…・佐　野　光　宜　（123）

中ノ堂一信著『中世勧進の研究
　　一その形成と展開一」…・………・・………・…・・・・・……・……・……坪　井　　　　剛　（124）

史　学　研　究　会

京都大学大学院文学研究科内



介脚

質
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
（
四
六
山
面
　
二
二
九
頁
　
　
二
〇
一
二
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
法
蔵
館
　
論
語
一
六
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
坪
井
謝
　
京
都
造
形
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
＝
二
年
…
○
月
二
…
矯
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
三
年
＝
一
月
一
九
日
）

日
本
史
研
究
（
露
営
史
研
究
会
）
六
一
四

国
家
演
ず
會
乱
雑
拙
誌
（
国
家
瀞
†
△
蔦
畢
務
所
）
　
｝
二
六
－

　
九
・
一
〇

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
一
〇

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
五
二

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
八
六

信
濃
（
信
溝
階
史
学
A
瓜
）
　
山
ハ
甲
血
－
一
〇

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）
四

　
七
一
一

三
康
文
化
研
究
所
所
報
（
三
康
文
化
研
究
所
）
四

　
八

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
四
九

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
四
－
四

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
雷
研
究
所
旧
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
面
一
研
究
所
）
八
四
－
三

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
三
〇

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
一
三

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
龍
谷
大
学
佛

　
教
文
化
研
究
所
）
五
～

日
本
研
究
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

　
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
V
四
八

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
＝
一
ニ
ー
一
〇

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
＝
＝

日
本
史
研
究
（
旨
本
史
研
究
会
）
六
一
五

信
濃
（
例
悟
濃
史
学
△
写
V
　
鵡
下
五
1
｝
　
｝

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
四
九
i
二

海
事
史
研
究
（
日
本
海
事
史
学
会
）
七
〇

山
ソ
闘
A
叩
舘
焔
由
人
綱
開
　
（
立
命
館
史
学
会
）
　
一
工
m
閣

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
九
一
三

東
北
学
院
大
学
論
集
　
歴
史
と
文
化
（
東
北
学
院

　
大
学
学
術
研
究
会
）
五
一

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
四

　
七

文
化
史
學
（
文
化
史
学
会
）
六
九

史
　
と
美
術
（
史
迩
美
術
同
理
会
）
八
三
九

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
八
七

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
＝
ニ
ー
四

駿
台
史
學
（
駿
ム
ロ
史
学
会
）
　
一
四
九

〇
霞
菊
○
窯
○
ω
　
ク
ロ
ノ
ス
（
京
都
橘
大
学
女
性
歴

　
史
文
化
研
究
所
）
＜
○
じ
三
五

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
五
－
五

　
　
編
集
後
記

　
九
七
巻
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
に

も
優
れ
た
論
説
、
書
評
、
紹
介
が
集
ま
り
ま
し
た
。

年
度
の
変
わ
り
目
で
ご
多
忙
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

ぜ
ひ
ご
味
読
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
小
野
容
照
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
葺
琶
u
＼
＼
≦
芝
蚕
終
蒔
接
艮
窪
評
蜜
＝
冨
こ
℃
＼
ぎ
号
〆
『
旨
㎞

二
〇
〇
　
㎜
盤
…
繭
鑓
噸
聞
誤
欄
　
　
定
価
一
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
九
七
巻
第
二
号
（
通
巻
第
五
〇
四
号
）

　
　
　
京
都
帯
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大
学
眺
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
腕
A
響
・
蓋
）
七
五
三
三
七
全

発
行
入

印
刷
所

霜驚
一一．　○学
　み
刷響上δ
株堅原生弓

懸真銑
瓜田　　五

社禿藤会

125 （397）



THE　SHIRIN
or　the

JOURNAL　OF　HISTORY

Vol．　XCVII　No．　2 March　2014

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS

　Ar症cles：

MATsusHIMA　Tatsuma，　’llie　Multi－State　System　and　Legitmaey　in　the

　　Period　from　Chen　She　to　Liu　Bang・・一・・・・・・・…一一・・一・・・・・…一・・・・・・・…一・…」・・J・・・・・…一・・・…　（　1　）

TATSUKAWA　James，　lmages　and　Reality　of　Synodi　in　the　Merovingian

　　Era　（a．　511－614）　・一・・一・一・・一一・・一・一・・一…一一・一一・…一一一一・J・一一・・一…一一・・一一・・一一・・…一・・一…一一・・・…一・J　（　36　）

NAKAGAwA　Mirai，　Views　of　the　World　and　Regional　Conceptions　in　Fin

　　de　siecle　Japan：　A　Perspective　on　the　Formation　of　the　ldeas　about

　　Foreign　Relations　and　Regional　Society　by　‘”Ilhe　Tactician　of　the　East，”

　　Inagaki　Manjir6…一一・・・・・・・・・・…一一・・・・・・・・・・・…一一一一・一一・・…i・・・・・・・・…一・一・・・・・・…一・・・・…＋…一・…一・一・・　（　69　）

　Book　reviews　：

Takashi　FuJll，　lmPerial　Cult　and　lmPerial　RePresentation　in　Roman

　　CyPrus　（YAMAMOTO　Haruki）　・・・・・・・…一・…一一一・…一・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・・一一・・・・・…　（108）

HIRAoKA　Akitoshi，　71he　Albatross　and　tlae　Territorial　ExPansion　ofthe

　　JaPanese　EmPire：　Fronz　the　Advancement　to　the　lnvasion　into　the

　South　Seas　lslantts　（OISHI　Taro）・・・・・…一一一・・・・…一・・・…一・一…一・一一・…J・・・…一・・・…一一一・一一・・一・・一・・　（116）

　Miscellaneous　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pahlishea

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吻

　　　　　　　　　THE　SHIGAKU　KENKYUKAI

　　　　　　　　　　　（The　Soci吻げHistorical　Research）

　　　　　　　　　　　　Kyoto　University，　Kyoto，Japan

定価1，200円（税込）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ISSN　O386－9369


